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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
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説
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魔
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Ｎ
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【
作
者
名
】

　
白
き
修
羅

【
あ
ら
す
じ
】

　
魔
法
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カ
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Ｙ
の
世
界
に
、
『
紅
き
修
羅
』
の
主
人

公
。
真
崎
龍
牙
が
行
く
！
！
時
と
運
命
の
戦
い
に
彼
が
介
入
す
る
と
き
、
物
語

は
変
わ
る
。
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
し
て
い
な
い
人
は
、
盛
大
な
ネ
タ
バ
レ
に
な
り

ま
す
の
で
、
回
れ
右
。
チ
ー
ト
主
人
公
が
嫌
い
な
方
は
、
回
れ
右
で
す
。
作
者

が
ノ
リ
で
更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
。
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Ｓ
Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
１
「
起
き
て
み
た
ら
突
然
に
」
（
前
書
き
）

さ
て
予
告
し
て
い
た
作
品
！
！
『
紅
き
修
羅
』
の
外
伝
的
な
感
じ
で
や
っ
て
い

き
ま
す
！
！
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Ｓ
Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
１
「
起
き
て
み
た
ら
突
然
に
」

～
『
時
』
～

そ
れ
は
絶
対
的
な
も
の
。
人
は
時
を
変
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

～
『
運
命
』
～

そ
れ
は
定
め
ら
れ
た
も
の
。
人
は
運
命
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

と
あ
る
世
界
で
、
そ
の
時
の
流
れ
は
壊
れ
、
過
去
と
未
来
が
交
錯
し
、
運
命
が

形
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
た
・
・
・
。
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時
と
運
命
の
戦
い
が
始
ま
る
。

そ
し
て
一
人
、
こ
の
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
少
年
が
い
た
・
・
・

そ
の
少
年
は
今

ヒ
ュ
～
～
～
～
～
～
～

「
う
わ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
～
～
～
～
！
！
！
！
」
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絶
賛
落
下
中
で
あ
る
。

ド
ン
ッ
！
！
！

「
ゴ
ハ
ァ
ア
！
！
！
」

そ
し
て
落
ち
た

「
マ
ス
タ
ー
大
丈
夫
で
す
か
？
」

「
無
理
」

「
無
理
な
ん
で
す
か
！
？
」

「
腰
ぶ
つ
け
た
・
・
・
超
い
て
ぇ
・
・
・
」

少
年
は
そ
う
言
い
な
が
ら
、
立
ち
上
が
る
。
綺
麗
な
赤
髪
が
目
立
つ
彼
の
名
は
、

真
崎
龍
牙
。
神
の
手
に
よ
り
殺
さ
れ
、
神
の
手
に
よ
り
新
し
い
命
を
授
か
っ
た
、

転
生
者
と
呼
ば
れ
る
者
だ
。

「
つ
ー
か
、
何
で
俺
落
ち
て
た
ん
だ
？
俺
は
、
は
や
て
ん
家
で
寝
て
た
は
ず
だ

が
・
・
・
夢
・
・
・
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
無
さ
そ
う
だ
し
。
第
一
痛
ぇ
し
・
・
・

っ
て
か
こ
こ
・
・
・
」

龍
牙
は
周
り
を
見
渡
す
。
そ
こ
は
公
園
の
よ
う
だ
。

「
こ
こ
・
・
・
海
鳴
市
の
公
園
・
・
・
？
」

「
情
報
の
取
得
完
了
。
こ
こ
は
海
鳴
市
の
よ
う
で
す
が
、
私
達
の
居
た
海
鳴
市
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と
は
『
違
う
』
よ
う
で
す
」

彼
の
デ
バ
イ
ス
の
、
ア
レ
ー
ス
が
そ
う
言
う
。

「
『
違
う
』
？
・
・
・
確
か
に
な
。
随
分
と
・
・
・
空
気
が
違
う
。
こ
の
ピ
リ

ピ
リ
し
た
感
じ
・
・
・
此
処
は
俺
た
ち
の
世
界
と
は
違
う
、
云
わ
ば
平
行
世
界
・

・
・
と
い
っ
た
と
こ
か
・
・
・
」

龍
牙
は
不
意
に
空
を
見
上
げ
る
。

「
？
あ
れ
は
・
・
・
」

視
線
の
先
に
、
光
が
見
え
る
。
そ
れ
は
星
や
飛
行
機
の
光
で
は
な
く
・
・
・

「
魔
法
の
光
・
・
・
？
あ
そ
こ
で
誰
か
戦
闘
を
し
て
ん
の
か
？
」

目
を
も
っ
と
凝
ら
し
て
み
る
龍
牙
。

「
・
・
・
！
？
あ
の
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
！
！
」

何
か
に
気
づ
い
た
龍
牙
は

「
ア
レ
ー
ス
！
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
！
！
」

「
御
意
！
！
」

龍
牙
は
バ
リ
ア
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
纏
い
、
戦
闘
の
行
わ
れ
て
る
場
所
へ
と
赴
い

た
。
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「
も
ー
！
め
ん
ど
く
さ
い
！
！
護
っ
て
ば
っ
か
で
つ
ま
ら
な
い
！
！
」

青
い
髪
の
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
少
女
。
『
雷
光
の
襲
撃
者
』
が
、
何
や
ら
怒
っ
て

レ
ヴ
ィ
・
ザ

・
ス
ラ
ッ
シ
ャ
ー

い
る
。

「
邪
魔
だ
・
・
・
」

そ
う
冷
め
た
声
で
言
う
、
獣
耳
の
大
柄
の
男
。

「
こ
れ
で
・
・
・
終
わ
り
に
さ
せ
て
も
ら
う
・
・
・
」

男
は
構
え
る
。

「
来
る
！
？
」

「
う
お
お
ぉ
お
！
！
！
」

男
は
レ
ヴ
ィ
目
掛
け
突
っ
込
ん
で
く
る
。

「
く
ら
え
ぃ
！
電
刃
衝
！
」
」

レ
ヴ
ィ
は
ス
フ
ィ
ア
を
形
成
す
る
。
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キ
ュ
ィ
ィ
ィ
ン
！
！

ス
フ
ィ
ア
か
ら
は
、
青
い
槍
状
の
弾
丸
が
放
た
れ
る
。
だ
が

「
牙
獣
走
破
ァ
ァ
！
！
！
！
」

ゴ
ァ
ァ
ァ
ア
ア
ア
！
！
！
！

「
え
ぇ
！
？
」

男
は
弾
丸
を
蹴
り
で
貫
く
。

「
ま
ず
い
！
」

レ
ヴ
ィ
は
目
を
瞑
る
。
蹴
り
が
レ
ヴ
ィ
に
当
た
る
瞬
間
。

ガ
シ
ィ
！
！

「
何
！
？
」

「
え
っ
・
・
・
？
」
 

男
の
蹴
り
を
、
龍
牙
が
片
手
で
掴
ん
で
い
た
。

「
ぬ
ん
！
！
」

「
ク
ッ
！
」

男
は
龍
牙
に
放
り
投
げ
ら
れ
る
。
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「
大
丈
夫
か
・
・
・
っ
て
・
・
・
あ
れ
？
」

龍
牙
は
振
り
向
き
、
つ
い
目
を
見
開
く
。
そ
し
て
龍
牙
は

「
（
こ
い
つ
フ
ェ
イ
ト
じ
ゃ
な
く
て
雷
光
の
襲
撃
者
じ
ゃ
ね
ぇ
ぇ
か
ぁ
ぁ
！
！

！
！
）
」

「
？
」

こ
の
瞬
間
、
初
め
て
龍
牙
が
助
け
る
相
手
を
間
違
え
た
貴
重
な
瞬
間
で
あ
る
。

龍
牙
は
右
手
で
頭
を
抑
え
る
。
レ
ヴ
ィ
は
そ
の
様
子
を
、
頭
に
？
を
浮
か
べ
て

見
る
。

「
（
こ
い
つ
が
居
る
っ
て
事
は
・
・
・
今
は
Ａ
’
ｓ
か
？
）
は
ぁ
・
・
・
」

龍
牙
は
た
め
息
を
吐
く
。

「
え
っ
と
・
・
・
お
前
誰
？
」

レ
ヴ
ィ
は
そ
う
質
問
を
す
る
。

「
俺
か
？
俺
ｈ
「
う
お
お
お
お
！
！
」
だ
ぁ
あ
ぁ
！
！
う
っ
せ
ぇ
え
！
！
！
！
」

バ
ギ
ィ
イ
イ
！
！
！
！

龍
牙
は
背
後
か
ら
襲
っ
て
き
た
男
を
、
覇
気
を
纏
っ
た
拳
で
殴
り
飛
ば
し
た
。

龍
牙
は
殴
り
飛
ば
し
た
相
手
を
確
認
す
る
。

「
あ
れ
？
・
・
・
あ
い
つ
・
・
・
ザ
フ
ィ
ー
ラ
じ
ゃ
ね
？
」
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「
違
う
よ
、
あ
れ
は
闇
の
欠
片
だ
よ
」

「
闇
の
欠
片
？
あ
あ
・
・
・
あ
れ
か
・
・
・
」

す
る
と
、
ザ
フ
ィ
ー
ラ
の
闇
の
欠
片
は
立
ち
上
が
る
か

「
ぐ
ぉ
お
・
・
・
」

パ
ア
ァ
ァ
・
・
・

ザ
フ
ィ
ー
ラ
の
闇
の
欠
片
は
消
え
去
っ
て
ゆ
く
。

「
う
わ
ぁ
！
あ
れ
一
撃
で
倒
し
ち
ゃ
っ
た
！
お
前
何
気
に
す
ご
い
ね
！
」

レ
ヴ
ィ
は
笑
顔
で
言
う
。

「
（
ふ
～
ん
・
・
・
コ
イ
ツ
っ
て
こ
ん
な
風
に
笑
う
ん
だ
・
・
・
ッ
・
・
・
俺

は
そ
ん
な
コ
イ
ツ
を
・
・
・
）
」

龍
牙
は
下
を
向
く
。

「
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
！
そ
れ
じ
ゃ
僕
は
行
く
ね
！
」

レ
ヴ
ィ
は
ヒ
ュ
～
と
飛
ん
で
い
っ
た
。
龍
牙
は
Ｂ
Ｊ
を
解
除
す
る
。

「
・
・
・
闇
の
欠
片
・
・
・
雷
光
の
襲
撃
者
・
・
・
っ
て
こ
と
は
・
・
・
あ
の

ゲ
ー
ム
の
時
期
か
？
」

「
マ
ス
タ
ー
如
何
致
し
ま
す
か
？
」
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「
さ
あ
な
・
・
・
気
ま
ま
に
戻
る
方
法
を
見
つ
け
る
か
・
・
・
急
が
ば
回
れ
だ
」

「
御
意
、
私
は
マ
ス
タ
ー
に
の
ご
好
意
の
ま
ま
に
・
・
・
」

「
お
う
、
頼
り
に
す
る
ぜ
相
棒
」

「
御
意
！
」

龍
牙
は
夜
の
町
並
み
を
眺
め
て
い
た
。
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Ｓ
Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
１
「
起
き
て
み
た
ら
突
然
に
」
（
後
書
き
）

ま
さ
か
の
最
初
は
レ
ヴ
ィ
と
の
邂
逅
ｗ
ｗ

龍
牙
は
誰
に
味
方
を
す
る
か
、
そ
れ
に
お
楽
し
み
に
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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